






が催された。それは、ウォレス・プレット・ドナム (WallaceBrett Donham Oct. 26， 1877・
Nov. 29， 1954)がハ}バード大学経営大学院1)のデイーンに就任して20周年を迎えた記念の
催しで、あった。宴もお聞きに近づき、 6年前の1933年にハーバ}ド大学総長を引退した名誉



















1)正式な名称は、“GraduateSchool of Business Administration， George F. Baker Foundation"である。
























ハ}バード大学に“GraduateSchool of Business Administration" (以下、経営大学院)が
創設されたのは、 1908年のことで、あるO この時期の創設はアメリカの大学では決して早くは
なく、むしろ遅い方といえる。すでに1881年に、ペンシルヴァニア大学のWhartonSchool of 
Commerce and Financeが最初に創設され、ビジネス教育が行われた。その後、 1896年にシカ
ゴ大学のCollegeof Commerce and Administrationが、 1897年にはカリフォルニア大学、そし
て1900年には、ダートマス大学のAmosTuck School of Administration and Finance、ニュー









W'エリオット (CharlesWilliam Eliot Mar. 20， 1834-Aug. 22， 1926)は、アメリカがスペ
インからプエルトリコ、グアム、フィリピンなどを割譲されたことを背景にしながら、 1898
年に“aSchool for Diplomacy and the Government Service"を提案したので、あるO
この提案を受けた“theFaculty of Arts and Science"の歴史学教授で、あったアーチバルド-
























求めている。 W.B. Donham and Esty Foster，“XXXIII The Graduate School of Business Administration 
1908・1929，"The Development of Harvard University: S加cethe Inauguration of President Eliot 1869・1929，
ed町bySamuel Eliot Morison， p.534. Jefrey L. Cruikshank， A Delicate Experiment: The Harvard Business 
School1908・1945，Boston， Harvard Business School Press， 1987. p.7. 
5)よしCruikshank， op.cit.， p.22. 























(and mark an era) と信じておりますjと述べた針。
6) Ibid.， p.30. Melvin T. Copeland， And Mark an Era: The Story of the Harvard Business School， Litle， Boston， 
Brown and Company， 1958. pp.4・5.
7)A. ししowell，op.cit.， p.83.括張内は、引用者による。









代を菌すJ(and mark an era)を、ハーバード大学経営大学院の半世紀の歴史を著わした書物の表題としているo


























10) W. B. Donham and Esty Foster，“xxx川TheGraduate School of Business Administration 1908・1929，"
The Development of Harvard University: Since the Inauguration of President E/iot 1869・1929，ed. by 
Samuel Eliot Morison， p.534. 
11) M. T. Copeland， op.cit.， p. 13. 
12)このことが直接に結びつくかはわからないが、 1909年1月にエリオットカ幣長を引退し、その後を引き継いだの
は口ウェJレで、あった。
13) The Harvard Bulletin， Vol.1 0 No.28， Wed. April15， 1908. 
14) J.しCruikshank，op.cit.， p.40.口ウェルの言葉にある“adelicate experiment"を表題として、 J.しクルィック
シャンクは、ハーバード大学経営大学院の公式的な記録を著わしている。 JeffreyL. Cruikshank， A Delicate 



















からは、科学的管理法の父であるフレデリック .W・テイラー (PrederickWinslow Taylor) 
自身によって講義がなされるようになった。「産業組織」はその後「工場管理」と名称が変わ
り、さらに1914-1915に(i"The Taylor System ofManagement"という講座が示された17)。
また、 1911-1912には、 2年次の講座に「ビジネス・ポリシー」を開設し、それは、 1年次
で学んだ分野ごとの講座を結びつけ、トップ・マネジメントの観点に立ってビジネス問題への
15) The Harvard Bul/etin， Vol.11 No.1， Wed. Oct. 7， 1908.ゲイは、工リオットの意向を受け継ぎ、全般的なビジ
ネスや行政サービ、スの教育という幅広い対象を狙っており、口ウェ)~O湾えとは異なっている。
16) rマーケテイング」の用語は、これを契機として、その後まもなく合衆国を通じて共通語となっていった。 M.T.












































なった、としている。 N.S. B. Gras，‘'The Development of the School's Curriculum，" Harvard Business 
School Alumni Bulletin， VoI.XVII， No.3， Summer 1942. pp.222・223.






との密接な関係を保つために、 “the Faculty of Arts and Science"のもとでの“Graduate
Department"として出発することにした21)。
そして創設後5年が経って実験期間が終了した1913年、経営大学院は独立した教授会をも
つことによって“theFacu1ty of Arts and Science"から分離独立し、自律した大学院として歩み
始めることになったのである22)。
























23) John C. Baker，“Perspective on Wallace Brett Donham，" Harvard Business School Alumni Bulletin， 
Nov./Dec. 1978. p.10. 
































25) Wallace B. Donham， "The Graduate School 01 Business Administration，" reprinted from The Report of the 
President of Harvard Co/'俗'geand Reports of Department， 1941・1942，March 1943. p.1. 
26) J. L. Cruikshank， op.cit.， p.49. 
27) International Encyclopedia ofthe Social Science， ed. by David L. SiIs， Vo1.9， New York， The Macmillan 































28) A. Lawrence Lowell， What a University President Has Learned， New York， The Macmillan Company， 
1938. pp.39・41.
29) M. T. Copeland， op.cit.， pp.55・57.J. L. Cruikshank， op.cit.， p.86. 






























31) John C. Baker，“Perspectives on Wallace Brett Donham，" Harvard Business School Alumni Bulletin， 
November/December 1978. p.1 O. 
32) Jeffrey L. Cruikshank， A Delicate Experiment: The Harvard Business School 1908・1945，Harvard 
BusinessSchool Press， Boston， 1987. pp.94・95.
33)この言葉は、ドナムが'1942年iこテεイーンを退任する際に、オー工ン・5・ヤング (OwenD. Young)が述べた





























34) J.C. Baker， op.cit.，p.10. 
35) Wallace B. Donham，“The Graduate School of Business Administration，" The Report of the President of 






































38) Ibid.， p.335. Cf.， W. B. Donham，寸heGraduate School of BusinessAdministration，" op.cit.， p.112. 
39) W. B. Donham，“The Unfolding of Collegiate Business Training，" op.c，札p.337.



























41) Ibid.， p.2. 
42) W. B. Donham，マheUnfolding of Collegiate Business Training，" op.cit.， pp.338-339. 
43) W. B. Donham，“匂iυJn而1討iv凋er凶S剖ityTraining for Business in the li匂詰gh柿tof Harvar叫dEx均pe官ri氾en∞ce，"(Speech at 
Stanford) Stanford Conference on Business Education， 1926. p.57. 
44) W. B. Donham，“The Graduate School of Business Administration，"op.cit.， p.117. Cf.， W. B. Donham and 
Esty Foster，“XXXIII. The Graduate School of Business Administration 1908・1929，"The Development of 





























45) Melvin T. Copeland， And Mark an Era: The Story of the Harvard Business School， Boston， Litle， Brown & 










48) W. B. Donham，“Research in the Harvard Business School，" (Speech at Stanford) Stanford Conference 






























52) W. B. Donham，“τhe Graduate School of Business Administration，" The Report of the President of 
Harvard College and Reports of Departmen乙1919-1920，1921.p.114. 
53) ドナムが事主任した嘆は、「ケース・メソッドjという言葉は鎮われておらず、「ケース・システムjで‘あった。ゲ
イは fプロブレム・メソッ刊であり、ドナムが「ケース・メソッド」という言葉を正式に使用し始めたのは、
1924・1925の「テεイーンズ・レポーりからである。 W.B. Donham，吋heGraduate School of Business 
Administration，" The Report of the President of Harvard College and Reports of Department， 1924・1925，
1926. p.3.ドナムが「プロブレムjではなく「ケー スjという言葉にこだわったが、そα里由は、 fプ司プレムjが、
特定の靖況を包んでいなければならない現実性と細部の実体を意味しておらず、ケースはつねに一つないしはそ
れ以上の問題を含んでいるからである。 W.B. Donham，“Business T eaching by the Case System ，"American 


























ために1911年に創設された経営調査研究所 (theB ureau of B usiness Researc討を積極的に活
54) W. B. Donham，‘寸heGraduate School of Business Administration，" The Report of the President of 
Harvard Col/ege and Reports of Departmen乙1919・1920，1921.p.119. 
55) Jeffrey L. Cruikshank， A Delicate Experiment: The Harvard Business School 1908・1945，Harvard 
BusinessSchool Press， Boston， 1987. p.134.ケース・メソッドによるアプE チーは、 fわれわれは学生が後で
重富しなければならない現実の梨花彼に示すという理由で、彼に最初に興味を抱かせることによって経嘗教育
に取り掛かることを意味するJのである。 W.B. Donham， "Research in the Harvard Business School，" 
。p.cι，p.114.
56)詳しくは、次を参蕪されたい。 W.B. Donham，“Business Teaching by the Case System，" American 
Economic Review， Vol.XII No.1， March 1922.ドナムはこの論考において、経営と法律とのケース・システム
との棺遣を示し、経堂を教育するにあたってのケース・システムの使用とその効果を論じ、教膏方法としてのケ
ース・メソッドの意義を強調している。また、村本芳郎博士は、 2代田テミイー ン・ドナムの時代を fケース・メ
ソッドの充実調jとして論じておられる。幸掠芳蕗 fケース・メソッ曜堂教育難文陸司 1982年.14・47頁.
57) W. B. Donham and E. Fosty，“XXXIII. The Graduate School of Business Administration 1908・1929，"
op.cit.， pp.542・543.
58) Marketing Problems， A. W. Shaw Company. Melvinτ. Copeland， And Mark an Era: The Story of the 
























59) Schaub and Isaacs， The Law in Business Problems， Lincoln， Problems in Business Finance， Dewing， 
Problems on 円'nancePolicy of Corporations， Tosdal， Problems on Sales Management， David， Store 
Management. W. B. Donham，“The Graduate School of Business Administration，" The Report of the 
President of Harvard College and Reports of Department， 1920・1921.p.17.クルイックスシャンクによる
と、ドナムは、教育方法の問題について決して教授会の正式な議題とせずに、「徹底した覚書き」で非公式な議論
の中で自らの考えを徹底させていったとされる。 Jeffreyl. Cruikshank， A Delicate Experiment: The Harvard 
Business Schoo/1908・1945，op.cit.， p.137.しかし「徹底した覚書きjは、教育方法にとどまらず、大学院の
目標、講座内容にまで及んだ広範囲にわたるものであった。 Melvin下 Copeland，And Mark an Era: The Story 
ofthe HarvardBusiness School， op.cit.， pp.76・82.
60) W. B. Donham，“The Graduate School of Business Administration，" The Report of the President of 
Harvard College and Repoバ'sof Department， 1922・1923.p.12.コー プランドは、 1924年とし、村本芳郎博
士もそれを引用されているが、これは誤りである。 MelvinT. Copeland， And Mark an Era: The Story of the 
Harvard Business School， op.cit.， p.259.村本芳郎『ケース・メソッド経営教育論J曙 15頁
61) W. B. Donham，“Business Teaching by the Case System，" op.cit.， p.64. 
62) W. B. Donham，“Training the College Man for Business，" op.cit.， p.10. Cf.， W. B. Donham and E. Fosty， 



































な資金を得ょうとしています」と述べている。 w.B. Donham，“A Graduate's Impressions of Harvard，" 
Harvard Alumni Bulletin， 1924. p.555. 
そこに劇的な存在を示したのが、「アメリカ実業界のデイーンjといわれ、ファースト・ナ
ショナル銀行の第2ft頭取となり、当時取結役会長でアメリカのl、2を争う大富豪で、あった





















“Graduate School of Business Administration， George F. Baker Foundation"となり65)、ベイカ
ー・ライブラリー (B誌erLibrary) と呼ばれる密書館が中央に位置した経営大学践の建物が
建設され、 3年後の1927年6月4日、 4.000入を集めて献上式が盛大に挙行された6針。
64) JeffreyしCruikshank，A Delicate Experiment: The Harvard Business School1908・1945，op.cit.， p.110.括
彊内は、引用者による。 Cf.，W. B. Donham and E. Fosty，“XXXIII The Graduate School 01 Business 
Administration 1908・1929，"op. cit.， pp.545・547.
65) Jeffrey L. Cruikshank， ADelicate Experiment: The Harvard Business School1908・1945，op.cit.， p.110. 
66)ジョン・F・ベイカ一方濯堂大学院のために提供した資金は600万ドルであり、それは穣が社会に献金した総額1，
940万ドルの幸担分の1であった。ベイカーの経堂大学院への想いは梧当者ものであったと理解される。 N.S. B. 
Gras， "Baker， George Fisher，" Dictionaryof American Biography， Vol.XI， Supplement One， ed. by Harris 

































壮麗な建物、ありとあらゆる便宜を有した施設であるJと述べている。 EdwinF. Gay，“The Founding of the 
Harvard Business School，" Harvard Business $chool Alumni Bul，俗tin，VoI.IX， 1928. p.15. 
68) Members of The Faculty，“He came to the School Inquiring，" Harvard Business $chool Alumni Bulletin， 








69) Alfred North Whitehead，寸heProfessionalization of Business，" Harvard Business School Alumni Bulletin， 
VoI.XVIII， NO.3， Summer， 1942. p.235. 
70) Robert W. Lovett，“He came to the Schoollnquiring，" Harvard Business School Alumni Bulletin， VoI.XXX， 
No.4， Winter， 1955. p.6. 
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